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New Testament Survey 3 i

クラス概要

概要： 

新約聖書概観３では、パウロ書簡の一部である牧会書簡、パウロ以外の著者による一般書簡、
そして黙示録を学びます。 

具体的な学習目的： 

A. 牧会書簡の流れを理解し、教会に関する具体的な教えとパウロの働きの継承を知る 

B. 牧会書簡、一般書簡、黙示録の書かれた背景とその内容を説明することができる 

C. 各書の簡単なアウトラインを覚える 

D. 各書の中心的な内容を人に伝えることができる 

課題： 

学生はこのクラスを修了するために以下の課題を期間内に終了し、提出しなければなりません。 

A. テモテ第一の手紙から黙示録までの通読 

B. クイズ 

C. テスト 

C. 課題：各書のテーマと各章のタイトル 

D. プロジェクト 

特に関心のある箇所を2つ挙げて、それらの箇所を詳細に学び、人に教えるための原稿（説教原
稿）を書いてください。 

成績： 
成績は日本聖書学院学生要項に記されている成績基準に沿って判断されます。このクラスにおける
それぞれの課題の比重は以下の通りです。 

必読書 10％ 

出席＋クラスへの参加及び態度 5％ 

クイズ　15％ 

プロジェクト 25％ 

課題 20％  

テスト 25％ 



New Testament Survey 3 1

テモテへの手紙第一

若き後継者への勧め 

I. 緒論 
A. 著者 

近年の批評家たちはパウロが牧会書簡を書いたことを否定します。しかし、このような結
論を出すためには、パウロが書いたという手紙自体に記されている証言を否定しなければな
りません。また教父たちによるはっきりとした証言を無視しなければなりません。批評家た
ちは、多くの証拠（とされるもの）をあげて、パウロの信奉者がパウロの名を語って二世紀
にこれらの手紙を書いたと考えますが、内的、また外的証拠はパウロがこれらの手紙の著者
であることをしっかりとサポートしています。 

B. 執筆年代 

明確にこの手紙がいつ書かれたものであるかを知ることはできませんが、パウロが最初
の投獄から解放された後、比較的すぐに書かれたものであると一般的に考えられています。
時期として、紀元63年から65年があげられています。 

C. 宛先と背景 

テモテに宛てて書かれたこの手紙は、パウロが個人に宛てて書いた4つの手紙のうちの一
つです。テモテはパウロの信仰の子であり、彼の信仰と働きの後継者の一人と考えていまし
た。テモテという名は、「神に光栄を与える人」という意味で、母と祖母によって命名され
ました。これらの女性たちはテモテの幼い頃から聖書を教え、彼に神の素晴らしさを伝えて
いました。テモテの父はギリシャ人ですが、聖書の中に父の姿を見ることはできません。 

テモテはルステラというガラテヤの町に住んでいて、パウロによって救いへと導かれまし
た。テモテが初めてパウロのであったとき、彼は10代半ばから20代前半であったと考えら
れます。パウロにとってこの若いテモテは彼の弟子であり、共であり、動労者でありまし
た。第二次伝道・第三次伝道旅行に同行しただけでなく、第一次投獄期にもローマでパウロ
と一緒に生活をしていました。パウロはテモテを自分の代わりに多くの教会に送り、彼の代
わりに務めを果たすように任命するなど、テモテに対して厚い信頼を寄せていました。 

この手紙が書かれたとき、テモテはこのような務めの一環としてエペソの教会で牧会をし
ていました。この教会には、間違った教理、礼拝の混乱、リーダーの必要、物欲主義などの
多くの問題がありました。パウロも初めは一緒にエペソにいましたが、マケドニヤに旅をし
た後、いつ戻ってくることができるか分からない状況だったので、この手紙を通してテモテ
を励まそうとしていたのです。 

D. 目的 

この手紙には大きく二つの目的があります。それはテモテ個人に対して、彼の権威を証明
し、励ますことと、教会に対して、テモテを通して様々な問題の解決に向けての指示をする
ことでした。 
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II. 内容 
I. 挨拶　1:1‒2 

II. 偽教理に関する指導　1:3‒20 

A. 偽の教理　1:3‒11 

B. 真の教理　1:12‒17 

C. テモテへの励まし　1:18‒20 

III. 教会に関する指導　2:1‒3:16 

A. 祈りの重要性　2:1‒8 

B. 女性の責任と役割　2:9‒15 

1. 女性の装い　2:9‒10 

a. 外面的装い　2:9 

b. 内面的装い　2:10 

2. 公の礼拝における従順　2:11‒15 

a. 規定　2:11‒12 

b. 理由　2:13‒15 

C. リーダーの資格　3:1‒13 

1. 監督の資格　3:1‒7 

2. 執事の資格　3:8‒13 
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D. 手紙を書いた理由　3:14‒16 

IV. 偽教師に関する指導　4:1‒16 

A. 偽教師の描写　4:1‒5 

B. 真の教師の描写　4:6‒16 

V. 牧師の責任に関する指導　5:1‒6:2 

A. 罪を犯した教会員に対する責任　5:1‒2 

B. やもめに対する責任　5:3‒16 

C. 長老の責任　5:17‒25 

D. 奴隷の責任　6:1‒2 

VI. 神の人に関する指導　6:3‒21 

A. 間違った教えをすることの危険　6:3‒5 

B. 金銭を愛することの危険　6:6‒10 

C. 神の人の特徴と動機　6:11‒16 

D. 富の正しい管理方法　6:17‒19 

E. 真理の正しい管理方法　6:20‒21 
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テモテへの手紙第二

後継者への遺言 

I. 緒論 
A. 著者 

第一の手紙同様、パウロが著者であることが内的証拠、外的証拠の両方から確立されて
います。 

B. 執筆年代 

この手紙はパウロが殉教する少し前に書かれました。パウロはテモテに冬になる前にパ
ウロの元に来るように願っています（4:21）。それ故にこの手紙は晩秋に書かれたものであ
ることを推測することができます。パウロの殉教は皇帝ネロの時代の迫害期に起こったと考
えられています。ネロは紀元68年の6月に死んでいるので、この手紙はそれ以前に書かれた
ことになります。 

キリスト教の言い伝えによると、パウロは春にローマの町のすぐ外で斬首されたと言われ
ています。一般的にこれは紀元67年の春だったと考えられています。もしこの言い伝えが正
しければ、テモテ第二の手紙は紀元66年の秋に記されたことになります。 

C. 宛先と背景 

エペソで牧会をしていたテモテに対して宛てたこの手紙はローマの獄中から書かれたパウ
ロの残存する最後の手紙です。パウロは最初の投獄から解放された後、しばらく働きを続け
ていましたが、クリスチャンに対するネロの迫害の中、ローマに敵対する者として投獄され
ました。パウロには釈放の望みはなく、鎖につながれ、凍える牢の中に入れられていまし
た。迫害に対する恐れのゆえに、パウロに近かった友たちからも見捨てられ、ただ死刑の日
を待つ日々を過ごしていました。そんな中、パウロはテモテに手紙を書き、最後にもう一度
会うことを願ったのです。テモテがパウロの処刑前にローマにたどり着いたかどうかは分か
りません。 

この手紙の中でパウロは自分の最後が近いことを知っていたので、テモテに対して働きの
バトンを渡し、彼に与えられている責任を忠実に全うし続けるように励まし、みことばに信
頼して熱心に語り続けるように勧めるのです。 

D. 目的 

この手紙の目的として3つの事柄をあげることができます。それらは次の事柄です。 

•テモテを励ます 

•テモテがマルコを連れてローマに来るように促す 

•パウロの最後の願いとあかしを書き記す 
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II. 内容 
I. 挨拶と感謝　1:1‒5 

II. 働きにおける忍耐への勧め　1:6‒2:13 

A. 賜物を用いることへの勧め　1:6‒7 

B. 恥じることなくあかしをすることへの勧め　1:8‒12 

C. 神のことばという宝を守ることへの勧め　1:13‒18 

1. 勧め　1:13‒14 

2. 守らなかった者に対する悲しみ　1:15 

3. 守っている者に対する喜び　1:16‒18 

D. 強くあって困難に立ち向かうことへの勧め　2:1‒13 

1. クリスチャン生活の要求すること　2:1‒7 

2. 苦しみを耐え忍ぶ動機　2:8‒13 

III. 働き人の務めと特徴　2:14‒26 

A. 務めー神のみことばを保つ　2:14‒19 

B. 特徴ー聖さと礼儀に満ちた生活　2:20‒26 

IV. 終わりの日に関する教え　3:1‒17 

A. 終わりの日の特徴　3:1‒9 

B. テモテの取るべき行動　3:10‒17 

1. 正しい道を歩み続ける　3:10‒15 
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2. みことばに信頼する　3:16‒17 

V. 最後の命令　4:1‒5 

A. みことばを宣べ伝える　4:1‒2 

B. 宣べ伝えることの必要性　4:3‒5 

VI. 終わりの言葉　4:6‒18 

A. パウロの勝利　4:6‒8 

B. パウロの必要　4:9‒18 

VII. 別れの言葉　4:19‒22 
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テトスへの手紙

信頼されたメッセンジャーへの指示 

I. 緒論 
A. 著者 

内的証拠に基づき、パウロがこの手紙の著者であることを疑う必要はありません。 

B. 執筆年代 

パウロはこの手紙を、マケドニヤの諸教会を回っていた紀元62-64年の間に書いたと考
えることができます。 

C. 宛先と背景 

テモテと並んで、パウロの信仰の息子として彼が非常に大きな信頼を寄せていたテトスに
対して書かれたこの手紙は、テトスがクレテに派遣されていた時にその教会の様々な事柄に
対する指示をするために書かれたものです。 クレテは地中海でもっとも大きな島の一つで、
エーゲ海の南に位置するこの島に、パウロは最初のローマ投獄前に立ち寄ったことがありま
した。 ルカはテトスのことに関して全く触れませんが、異邦人であるテトスは、第一回伝道
旅行前後にパウロの働きを通して信仰を持ったと考えることができます。テトスは律法から
解放された異邦人として人々の模範となるような人物でした。第三回伝道旅行ではパウロと
一緒にエペソで働きをしていたテトスは、難しい問題を抱えていたコリントにパウロの使者
として遣わされました。 

テトスはパウロと共にクレテ島で働きをし、パウロがそこを去った後も引き続き牧会者
としての働きを継続していました。しかし、パウロはクレテにアルテマスかテキコを送った
後、テトスに彼の元に来るように指示をしています。その後、パウロから任命されてダルマ
テア（現在のクロアチアの一部）に宣教旅行に行ったと考えられています。テトスに関して
多くの記事を聖書の中に見つけることはできませんが、彼はパウロから信頼された、非常に
有能な人物であったと考えることができます。 

ゼナスとアポロがこの地域に立ち寄ることを聞いたパウロはこの機会を利用してテトスへ
の手紙を彼らに託しました。 

D. 目的 

この手紙の目的として４つの事柄をあげることができます。それらは次の事柄です。 

•テトスの立場と権威を教会の人に明確にする 

•すべての町においてふさわしい監督を任命するための指示をする 

•正しい教理が語られ、敬虔な生涯が実践されることを勧める 

•テトスに今後の働きに対する指示をする 
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新約聖書概観２ テトスへの手紙

II. 内容 
I. 挨拶　1:1‒4 

II. 効果的福音宣教をするために　1:5‒3:11 

A. リーダーたち　1:5‒16 

1. ふさわしい監督の条件　1:5‒9 

a. 特徴　1:5‒8 

b. 務め　1:9 

2. 偽教師への非難　1:10‒16 

B. 教会　2:1‒15 

1. 聖い生活　2:1‒10 

2. 健全な教え　2:11‒15 

C. 世　3:1‒11 

1. 聖い生活　3:1‒3 

2. 健全な教理　3:4‒11 

III. 終わりの言葉　3:12‒15 
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新約聖書概観３ 一般書簡緒論

一般書簡緒論


I. 一般書簡とは 
一般書簡は、パウロ以外の著者によって記された手紙です。これらの書は、それぞれの著者の

独特の視点を通してクリスチャンが知らなければならない大切な真理を書き留めています。著者は
以下の5人です。 

•ヤコブ -- 主の兄弟・初代エルサレム教会の長老 

•ペテロ -- 使徒 

•ヨハネ -- 使徒 

•ユダ -- 主の兄弟 

•ヘブル人への手紙の著者 -- 詳細不明 

II. 一般書簡の特色 
ヤコブ書を除くすべての手紙はパウロが殉教した後に書かれたものと考えられています。この

時期はパウロが予見していたように偽りの教えが教会に蔓延し、大きな混乱を引き起こしていま
した。それゆえ一般書簡はこうした危険な教えとその教えを持ち込む偽教師たちに対する警告と
非難が多く記されています。同時に教会は対外的な迫害の危険にもさらされていました。こうした
背景の中で、これらの書は信徒たちを戒め、励まし、教えることを通して、主に喜ばれる歩みを
生み出していくように促しています。 

III.一般書簡の概略 
一般書簡には以下の書が含まれています。 
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新約聖書概観３ ヤコブの手紙

書簡 著者 執筆年代 読者

ヘブル人への手紙 不明 A.D. 64-68 ローマ居住の信徒 
（主にユダヤ人）

ヤコブの手紙 主の兄弟ヤコブ A.D. 44-49 離散したユダヤ人信徒

ペテロ第一の手紙 使徒ペテロ A.D. 64-65 小アジアの教会

ペテロ第二の手紙 使徒ペテロ A.D. 65-67 小アジアの教会

ヨハネ第一の手紙 使徒ヨハネ A.D. 90-95 エペソ周辺の教会

ヨハネ第二の手紙 使徒ヨハネ A.D. 90-95 エペソ周辺の教会

ヨハネ第三の手紙 使徒ヨハネ A.D. 90-95 ガイオ

ユダの手紙 主の兄弟ユダ A.D. 64-69 不明 
（ユダヤ人信徒）
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ヘブル人への手紙

大祭司であるキリスト 

I. 緒論 
A. タイトル 

新約聖書の各書が正式に一つの本として集められ始めた紀元100年頃、利便性を向上する
ために各書のタイトルが付けられました。この書のタイトルは伝統的なギリシャ語のタイト
ルで、二世紀にはすでにこのような名で呼ばれていたことが知られています。 

B. 著者 

この手紙の著者が誰であるのかということは、ヘブル人の手紙の最大の疑問点であると言
うことができるでしょう。この手紙はほかの書簡とは違い誰が著者であるのかを明確に記し
ていません。冒頭の挨拶文だけでなく、この手紙の内容からも著者の正体を見ることができ
ないのです。しかし手紙の内容は、私たちに一つのことを明確にしてくれます。それは、読
者が著者のことをよく知っていたということです。それ故に、誰が書いたのかを特筆する必
要がなかったと判断することができます。 

確かに手紙自体には著者の名前が記されていませんが、キリスト教の歴史の中で、いくつ
かの名前がこの手紙の著者として挙げられてきました。 

1. 伝統的見解 

a. アレキサンドリア地方の伝統的見解　ー　パウロが著者である 

b. 北アフリカ地方の伝統的見解　ー　バルナバが著者である 

c. イタリアと西ヨーロッパの伝統的見解　ー　パウロの著者性の否定 

2. その後の歴史 

基本的にパウロの著者性は紀元5世紀教会の中で受け入れられてきました。しか
し、16世紀の宗教改革時にもう一度この手紙の著者が誰であるのかということが問題
となりました。エラスムスは言語学上の理由でパウロの著者性を否定し、ルターはア
ポロが著者であると主張し、カルヴィンは使徒の権威を手紙の中に認めながらも、パ
ウロの著者性を否定しました。 

ローマカトリック教会はトレントでの会議において教会として、この手紙がパウロ
によって書かれたものであるという立場を再確認しましたが、現代のキリスト教学者
は、基本的にパウロが著者であるという立場を否定しています。 
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新約聖書概観３ ヤコブの手紙

3. パウロの著者性に関して 

a. パウロが著者であるという根拠 

(1) 著者は執筆時に投獄されているようだ（10:34） 

(2) ほかのパウロ書簡との教理的類似性 

(3) テモテとの関係（13:23） 

(4) 手紙の締めくくり方がパウロの手法に類似している 

b. パウロが著者ではないという根拠 

(1) 著者の名前が記されていない 

(2) 著者は福音の知識を他の人から聞いたと記している（2:3） 

(3) 著者はヘブル語を知らない 

(4) スタイルと単語がパウロのものではない 

(5) 中心的主題であるキリストの大祭司としての役割はパウロの書簡に登場しない 

(6) テモテの解放に関する記事はパウロの死後と考える方がふさわしい 

(7) パウロはテモテを「私たちの兄弟」とは呼ばず、「私の子」と呼んでいる 

c. 結論 

パウロが著者であるという客観的な根拠は見つからないと言うのが実情です。事
実内的証拠はパウロが著者ではないという方に傾倒しています。確かに教父時代に
はパウロの著者性が認められていましたが、パウロが著者である可能性は限りなく
低いと考えることができるでしょう。 

4. 著者としてあげられる人物 

a. ルカ 

b. バルナバ 

c. アポロ 

d. ローマのクレメント 

e. マルコ 

f. プリスキラ 

C. 聖典性 

ヘブル人への手紙は、聖典性の疑われた書簡の一つです。しかし、この事実はこの手紙の
霊感への懐疑心から生まれたものではなく、著者に関する問題点からもたらされたもので
す。西方教会は、著者が使徒でなければ聖典であるべきではないと主張し、東方教会は、使
徒の権威がそこに見いだされれば、聖典に含むべきであると主張しました。 
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D. 読者 

1. 宛先場所に関して 

2. ヘブル人という表現に関して 

3. 読者と著者の関係に関して 

E. 執筆年代 

この手紙の執筆年代を次の３つの事柄から割り出すことができます。これらを考慮すると
き執筆年代は紀元67‒69年の間であると考えることができます。 

1. この手紙は主に第二世代のクリスチャンに対して書かれたものである（2:1‒4） 

2. テモテの存命中に書かれたものである（13:23） 

3. 神殿崩壊の前に書かれたものである 

F. 背景と目的 

この手紙が書かれた時、読者たちは一つの迫害を乗り越えた状況にありました（10:32‒
34）。継続的に続くであろう様々な迫害と困難の中で彼らは教会に集まることを怠るよう
になり（10:25）、霊的に鈍く未熟になり（5:11‒14）、押し流されてしまうような状況に
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陥っていました。そんな状態にあった読者に対して、著者はキリストの卓越性と十全性を教
え、数々の警告と勧めを通して彼らを励まそうとしていたのです。 

G. 特徴 

1. 言語とスタイル 

2. 旧約の引用 

3. キリストの祭司職と現在の働きに関する教え 

4. 警告 

a. 2:1‒4 

b. 3:7‒19 

c. 5:11‒6:20 

d. 10:26‒31 

e. 12:14‒17 

f. 12:18‒29 

5. 励ましと勧め 

a. 4:1 

b. 4:11 

c. 4:14‒16 

d. 6:1 

e. 10:22‒24 

f. 12:1 

g. 12:28 

h. 13:13‒15  
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II. 内容 
I. キリストのよりすぐれた立場　1:1‒4:13 

A. キリストは預言者よりも優れた方である　1:1‒3 

B. キリストは天使よりも優れた方である　1:4‒2:18 

1. より偉大なメッセンジャー　1:4‒14 

a. キリストは天使に礼拝されるべき御子である　1:4‒6 

b. キリストは天使とは違い永遠に存在する方である　1:7‒8 

c. キリストは天使とは違い永遠に治める方である　1:9‒14 

2. より偉大なメッセージ　2:1‒18 

a. よりすぐれた救い（警告１）　2:1‒4 

b. よりすぐれた救い主　2:5‒18 

(1) 受肉された救い主　2:5‒9 

(2) 贖いを達成された救い主　2:10‒18 

C. キリストはモーセよりも優れた方である　3:1‒19 

1. 治める者と仕える者の違い　3:1‒6 

2. 神の家における安息に関する警告（警告２）　3:7‒19 

D. キリストはヨシュアが与えた安息よりも優れた方である　4:1‒13 

1. 安息に入らないことに対する訓戒　4:1 

2. キリストの与える安息　4:2‒10 
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3. 安息に入ることに対する勧め　4:11‒13 

II. キリストのよりすぐれた働き　4:14‒10:18 

A. キリストのより優れた祭司職　4:14‒7:28 

1. 大祭司であるキリスト　4:14‒5:10 

a. 大祭司としての偉大な立場　4:14‒16 

b. 大祭司にふさわしい偉大な条件　5:1‒10 

(1) 人から選ばれた者　5:1‒3 

(2) メルキゼデクの位に等しい大祭司　5:4‒10 

2. 完全なる献身をもってキリストに従うことへの勧め（警告３）　5:11‒6:20 

a. 霊的怠惰に対する警告　5:11‒14 

b. 霊的堕落に対する警告　6:1‒8 

c. 確信を持つことに対する勧め　6:9‒20 

3. 大祭司としてより偉大な根拠　7:1‒28 

a. メルキゼデクはアブラハムより優れている　7:1‒8 

b. メルキゼデクの祭司職はレビ人の祭司職よりも優れている　7:9‒17 

c. キリストの祭司職は神のことばと神の誓いによって確立された　7:18‒22 

d. レビ人の祭司職は死によって終了するが、キリストは永遠に生きておられる　
7:23‒25 

e. レビ人の祭司職は罪人が担うが、キリストは罪のない大祭司である　7:26‒28 
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B. キリストのよりすぐれた契約　8:1‒8:13 

1. より素晴らしい契約　8:1‒6 

2. 新しい契約　8:7‒13 

C. キリストのよりすぐれた聖所といけにえ　9:1‒10:18 

1. 古い契約の聖所といけにえ　9:1‒10 

a. 古い契約の聖所　9:1‒5 

b. 古い契約のいけにえ　9:6‒10 

2. 新しい契約の聖所といけにえ　9:11‒10:18 

a. 新しい契約の聖所　9:11 

b. 新しい契約のいけにえ　9:12‒10:18 

III. キリスト者のよりすぐれた信仰の歩み　10:19‒13:25 

A. キリストにあるよりすぐれた特権　10:19‒12:29 

1. 救いにいたる信仰　10:19‒25 

2. 偽りの信仰（警告４）　10:19‒39 

3. 本物の信仰　11:1‒3 

4. 信仰の模範　11:4‒40 

a. アベル　11:4 

b. エノク　11:5‒6 

c. ノア　11:7 

d. アブラハムとサラ　11:8‒19 
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e. イサク　11:20 

f. ヤコブ　11:21 

g. ヨセフ　11:22 

h. モーセの両親　11:23 

i. モーセ　11:24‒29 

j. ヨシュアとラハブ　11:30‒31 

k. その他の信仰者たち　11:32‒40 

5. 堅く立つ信仰　12:1‒29  

a. キリストの模範　12:1‒4 

b. 神の懲らしめと矯正　12:5‒13 

c. 聖さの必要性（警告５）　12:14‒17 

d. 神を拒むことへの警告（警告６）　12:18‒29  

B. キリストにあるよりすぐれた生涯　13:1‒21 

1. 他の人に対して　13:1‒3 

2. 自分たちに対して　13:4‒9 

3. 神に対して　13:10‒21 

IV. 結びの挨拶　13:22‒25 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ヤコブの手紙

新約聖書の箴言 

I. 緒論 
A. タイトル 

ほかの一般書観と同様に、ヤコブの手紙は著者であるヤコブの名前がタイトルに付けられ
ています。 

B. 著者 

1. 新約聖書に登場するヤコブ 

a. イスカリオテでないユダの父（ルカ6:16） 

b. アルパヨの子ヤコブ（マタイ10:3） 

c. ゼベダイの子ヤコブ 

d. 主の兄弟ヤコブ 

(1) 言葉の類似 

この手紙の文体や表現、使われている単語などが使徒15章に登場するヤコブの
発言に類似している 

(2) 内容 

この手紙に記されている言葉や内容がイエスが語った事柄に非常に近い 

(3) 伝承との一致 

この手紙の内容は、キリスト教会に残されている伝承にある主の兄弟ヤコブの姿
と類似している 

ヤコブという人物は、イエスが復活する前は兄が救い主であることを信じていませんでし
た（参照：ヨハネ7:5）。しかしキリストは復活後、特別にヤコブの前に現れ（Ⅰコリント
15:7）、その時信仰を持ったであろう彼は、弟子たちと行動を共にするようになりました。
彼は単なる一弟子ではなく、初代エルサレム教会のリーダーとして活躍した人物でした。こ
れは、ペテロが神の働きによって牢獄から解放されたとき、ヤコブに報告するように弟子た
ちに伝えたことや（使徒12:17）、エルサレム会議においてヤコブが最終的な結論を示した
こと（使徒15:13ff）によっても伺い知ることができます。パウロもヤコブがエルサレム教
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会の中心的なリーダーの一人であることを告げています（ガラテヤ1:19; 使徒21:18）。こ
うしたことから、ヤコブが人々からの尊敬を受けていた初代教会の中心的人物であること
（ガラテヤ2:9）を聖書から見て取ることができます。 

C. 読者 

この手紙は「国外に散っている12の部族へ」という宛先が着いています。しかし、ヤコ
ブがこの手紙を書いた1世紀にはすでに部族の区分というものは失われていたと言っても過
言ではありませんでした。紀元前722年に北の王国が崩壊して以降、捕囚などの影響で部族
としての概念が非常に曖昧になってしまったのです。ですからヤコブが考えていたのは特定
の部族たちのことではなく、新約聖書のほかの箇所が示すように、イスラエルの民全体を表
す言葉と捉えるべきでしょう。つまり、ヤコブはユダヤ人であるクリスチャンたちに対して
この手紙を書いたのです。 

このユダヤ人たちは、「国外に散っている」者たちでした。これはイスラエル以外に住む
ユダヤ人たちに対する一般的な呼称として用いられていた表現です。特にこの手紙は初代教
会初期に起こった迫害によって散らされていったユダヤ人クリスチャンを対象に書かれたも
のであると考えられます。 

D. 執筆年代と執筆場所 

この手紙は新約聖書の中で最初に書かれたものであるとほとんどの学者たちが考えていま
す。事実この手紙は、エルサレム会議の前に書かれていることが伺えますし、教会にまだ異
邦人がいない（または少ない）時に書かれた手紙であることが伺えます。彼らがほかの教会
とは違いユダヤ人の会堂で集会をしていることや異邦人の信徒との関係に関する記事が全く
欠如していることなどから、パウロたちの宣教旅行によって多くの異邦人たちが信仰を持つ
前の手紙であることを理解することができます。これらのことから、一般的に紀元44‒49年
頃にこの手紙が書かれたと考えられています。新約聖書はヤコブがエルサレムを拠点として
働きをしていたことを教えていますし、伝承では彼が死ぬまでエルサレムで働きを続けてい
たと言われています。ですから、この手紙はエルサレムから書かれたと考えることができる
でしょう。 

E. 背景と目的 

この手紙が書かれた時、読者たちは試練を経験していました。そしてその中にあって読者
たちはクリスチャンとしてふさわしい行動をとっていませんでした。そこでヤコブはこの手
紙を用いて、彼らに試練の理由と目的を教え、特定の罪に対する警告を与え、過ちを犯した
者たちに悔い改めを勧めました。 

ヤコブは真の信仰の特徴を明記し、その特徴を自らの生涯と照らし合わせることによっ
て読者たちのキリストとの関係を吟味するように促しています。この書は神学的な書ではな
く、むしろ非常に実践的な書です。 
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F. 特徴 

1. キリストの名前が2回しか登場しない 

2. キリストと救いに関する教理が教えられていない 

3. 権威 

4. 旧約の影響 

5. 山上の説教の影響 

II. 内容 
I. 挨拶　1:1 

II. 信仰のテスト　1:2‒18 

A. 信徒の試練　1:2‒12 

1. 試練に対する正しい態度　1:2‒4 

2. 試練における祈り　1:5‒8 

a. 知恵の必要　1:5a 

b. 知恵の要請　1:5b 

c. 知恵の授与　1:6‒8 

3. 試練を受けた者の取るべきふさわしい態度　1:9‒11 

a. 貧しい者の態度　1:9 

b. 富んでいる者の態度　1:10‒11 

4. 試練を耐え抜いた結果　1:12 

B. 誘惑の本質　1:13‒15 

1. 誘惑の根源　1:13‒14 

2. 誘惑の結果　1:15 
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C. 人に対する神の働き　1:16‒18　 

1. だまされることに関する警告　1:16 

2. 良い賜物を与える神　1:17　 

3. 新しいいのちを与える神　1:18 

III. 生ける信仰のしるし　1:19‒3:18 

A. 信仰はみことばに対する応答によって示される　1:19‒27 

1. みことばに対する反応　1:19‒20 

2. みことばの受容　1:21 

3. みことばへの従順　1:22‒27 

a. 積極的従順の要求　1:22‒25 

b. 受け入れられる従順の本質　1:26‒27 

B. 信仰はえこひいきに対する応答によって示される　2:1‒13 

1. えこひいきに対する非難　2:1‒4 

2. えこひいきの結果　2:5‒11 

a. 行動の矛盾　2:5‒7 

b. 律法の違反　2:8‒11 

3. 一貫した行動の推奨　2:12‒13 

C. 信仰は行い有無によって示される　2:14‒26 

1. 役に立たない信仰の特徴　2:14‒20 

a. 働かない信仰の無益　2:14‒17 

b. 行いのない正当な信仰の不毛　2:18‒20 

2. 行いによる救いにいたる信仰の明示　2:21‒25 

a. アブラハムの信仰　2:21‒24 

b. ラハブの信仰　2:25 

3. 信仰と行いの共存　2:26 
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D. 信仰は自制の有無によって示される　3:1‒12 

1. 舌を制御することの重要性　3:1‒2 

2. 舌を制御することの必要性　3:3‒6 

a. 制御された舌のもたらす効果　3:3‒4 

b. 制御されない舌のもたらす損害　3:5‒6 

3. 制御不能な舌の性質　3:7‒8 

4. 舌の矛盾　3:9‒12 

E. 信仰は知恵の有無によって示される　3:13‒18 

1. 知恵を示すことの勧め　3:13 

2. 自制の欠如に見る偽りの知恵　3:14‒16 

3. 自制によって示される本物の知恵　3:17‒18 

IV. 世的な事に対する真の信仰の反応　4:1‒5:12 

A. 利己的な争いに対する真の信仰の反応　4:1‒12 

1. 世的であることをあらわにする状態　4:1‒6 

a. 状態の説明　4:1‒3 

b. 状態への非難　4:4‒6 

2. 世的な者に対する訓戒　4:7‒12 

a. 神に近づくことの勧め　4:7‒10 

b. 批判的であることに対する戒め　4:11‒12 

B. 厚顔な計画に対する真の信仰の反応　4:13‒17 

1. 自己十全な態度に対する非難　4:13‒14 

2. 正しい態度の提示　4:15 

3. 持っている態度に対する断罪　4:16‒17 
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C. 社会的不正に対する真の信仰の反応　5:1‒11 

1. 暴虐的な金持ちに対するやがて来る裁き　5:1‒6 

a. 裁きの宣告　5:1 

b. 裁きの説明　5:2‒3 

c. 裁きの内容　5:4‒6 

2. 虐げられている信徒に対する励まし　5:7‒11 

a. 再臨に基づく忍耐への召し　5:7‒8 

b. 非難し合うことへの警告　5:9 

c. 苦しみと忍耐の模範　5:10‒11 

D. 利己的な誓約に対する真の信仰の反応　5:12 

V. 生ける信仰が持つ神に対する依存　5:13‒20 

A. あらゆる状況に置ける神への依存　5:13 

B. 病における神への依存　5:14‒16a 

C. 神に依存する者の力　5:16b‒18 

D. 迷い出たものに関する神への依存　5:19‒20 
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ペテロの手紙第一

生ける希望の手紙 

I. 緒論 
A. タイトル 

ほかの一般書観と同様に、この手紙は著者であるペテロの名前がタイトルに付けられてい
ます。ペテロの綴った別の手紙が次に続くので、第一の手紙という説明が加えられていま
す。 

B. 著者 

聖書も伝統もペテロがこの手紙の著者であることを教えています。しかし近年の学者たち
はペテロがこの書を記したことを否定するようになってきました。その根拠はペテロが教育
を受けていない者だったので（使徒4:13）ギリシャ語で手紙を書くことができなかったと
いうことです。けれども使徒4:13は、ペテロがユダヤ教の訓練を受けた者でないことを教え
ているのであって、彼がギリシャ語を書くことができないことを教えているのではないので
す。また5:12ではシルワノによってこの手紙を書き送っていることが記されています。これ
はペテロの言葉をシルワノが書き留めたことを示唆していますが、高度なギリシャ語力は筆
記者であったシルワノによるところが大きかったと考えることもできるでしょう。 

C. 読者 

「寄留している、選ばれた人々」に対して書かれたこの手紙は、特に「ポント、ガラテヤ、
カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤ」に散った人たちに宛てられています。これらの土地は現代
のトルコに所在していました。読者には、ユダヤ人と異邦人の両方が含まれていたと考えら
れています。確かに「散って寄留している」と訳されている言葉がヤコブ書で見た「国外に
散っている」というユダヤ人を表す言葉と同じものであることや、多くの旧約聖書からの直
接的引用や適用、そしてペテロがユダヤ人の使徒であったことから、この手紙がユダヤ人に
向けて書かれていると考えることも可能です。しかしこの手紙で描かれる読者たちの姿は彼
らが異邦人であったことを強く示しています。 

D. 執筆年代と執筆場所 

ペテロは紀元68年に殉教したと言われています。それ故にこの年以降にこの手紙が書か
れていることはありません。またネロの迫害期（紀元64年中頃以降）にこの手紙が書かれ
たことも考えにくいでしょう。なぜならば、ペテロが記す迫害は、殉教をもたらすものでは
なかったからです。ですから考えられる執筆年代は、ネロによる迫害の起こる直前（紀元64
年前半）であると考えらます。 
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ペテロはこの手紙の終わりに「バビロン」という言葉を使います。ここが執筆場所である
と考えられますが、問題はこのバビロンがどこを指しているのかということです。3つの可
能性があげられています。 

1. ナイル川沿いにあるバビロン 

a. ローマの砦のある町で、教会にとって重要なばしょではなかった 

b. ペテロがここに滞在した証拠が全くない 

c. マルコとシルワノがペテロと共にこのような辺境の地にいることは考えにくい 

2. ユーフラテス川沿いにあるバビロン 

a. 名前の本来の意味はこの町のことである 

b. 比喩的でない箇所で使われるとき、この町を指している 

c. バビロンは散らされていたユダヤ人の中心的な町であり、多くのユダヤ人が居住し
ていた 

d. しかし、ペテロとバビロンを結ぶ伝承は全くない 

e. バビロンに教会があった証拠もない 

f. パウロの助け手でもあったマルコとシルワノがこの時期にこれほどの東方にいるこ
とは考えにくい 

3. ローマ 

a. 古い伝統ではパピアスがこの見解を持っていて、教会はこの見解を受け入れてきた 

b. マルコとシルワノシルワノが一緒にいることが説明できる 

c. ペテロとパウロの死に関する年代に適合する 

d. 黙示録でこのような使われ方をしていると考えられる箇所がある 

E. 背景と目的 

この手紙は、迫害を受け始めたクリスチャンたちに対して、忍耐と希望を持ち続けるよう
にという励ましを与えるために書かれました。やがて来るであろうさらに激しい迫害をも希
望のうちに忍耐をもって乗り切ることができるように、ペテロは励ましを与えています。 
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II. 内容 
I. 挨拶　1:1‒2 

II. 救いによってもたらされる感謝　1:3‒12 

A. 救いの解説　1:3‒5 

1. 救いの創始者 

2. 救いの性質 

3. 救いの確実性 

B. 試練と喜びに見る救いの証明　1:6‒9 

C. 救いの伝達　1:10‒12 

1. 預言者たちの探求　1:10‒12a 

2. 聖徒たちによる宣教　1:12b 

3. 天使の願望　1:12c 

III. 救いによってもたらされる特徴　1:13‒2:3 

A. 救いから生まれてくる生涯　1:13‒2:3 

1. 神に関して　1:13‒21 

a. 揺るがない希望　1:13 

b. 絶対的な聖さ　1:14‒16 

c. 正しい畏怖の念　1:17‒21 

2. 兄弟姉妹に関して見ることができる生き方　1:22‒25 

3. 個人の成長に関して見ることができる生き方　2:1‒3 

a. 成長を妨げるものを取り除く　2:1 

b. 成長を促すものを取り入れる　2:2‒3 
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B. 神の民であることから生まれてくる立場　2:4‒10 

1. 新しい霊的家への所属　2:4‒5 

2. 尊い礎石の所持　2:6‒8 

3. 神の民への変貌　2:9‒10 

IV. 救いのゆえにあるべき生涯　2:11‒3:12 

A. 未信者の前での生き方　2:11‒3:7 

1. 地上での生き方の勧め　2:11‒12 

2. 政府に対する従順　2:13‒17 

3. 主人に対する従順　2:18‒25 

a. しもべの責任　2:18 

b. 神に喜ばれる従順に基づく苦しみ　2:19‒20 

c. キリストの模範　2:21‒25 

4. 家族に対する従順　3:1‒7 

a. 妻の従順　3:1‒6 

b. 夫の責任　3:7 

B. 信者の前での生き方　3:8‒12 

1. 正しい生き方　3:8‒9 

2. 聖書に基づく根拠　3:10‒12 

V. 救いによってもたらされる苦難との向き合い方　3:13‒4:19 

A. 苦しみの価値　3:13‒17 

B. 義のために苦しんだキリストの模範　3:18‒22 
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C. 義のための苦しみの対処方法　4:1‒11 

1. 現在の苦しみに打ち勝つ方法　4:1‒6 

a. ふさわしい武具を身に着ける　4:1‒2 

b. 正しい動機を保つ　4:3‒6 

2. 未来の祝福に基づく方法　4:7‒11 

a. 終わりに関する宣言　4:7a 

b. 終わりを見据えた生き方　4:7b‒11a 

(1) 互いに愛し合う生き方　4:7a-9 

(2) 互いに仕え合う生き方　4:10‒11a 

c. 終わりに達成される目的　4:11b 

D. 苦しみに必要な不動の忍耐　4:12‒19 

1. 苦しみの目的に基づく喜びが忍耐を生み出す　4:12‒14 

2. 苦しみの原因が忍耐を生み出す　4:15‒16 

3. 神の裁きの現実が忍耐を生み出す　4:17‒19 

VI. 救われている者たちへの勧め　5:1‒11 

A. 長老たちへの勧め　5:1‒4 

B. すべての教会員への勧め　5:5‒9 

C. すべての信徒のための祈り　5:10‒11 

VII. 結びの挨拶　5:12‒14 

A. 手紙に関する説明　5:12 

B. 挨拶　5:13‒14a 

C. 頌栄　5:14b 
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ペテロの手紙第二

ペテロの遺言 

I. 緒論 
A. タイトル 

この手紙は著者であるペテロの名前がタイトルに付けられています。 

B. 著者 

新約聖書の中でもっともその聖典性を疑われてきたのがこの手紙です。その大きな根拠は
2世紀までの教父たちがこの手紙からの引用を全く行っていないということです。これに
は、大きく4つの理由を考えることができます。それらは、この手紙がペテロの生涯の最後
に書かれたこと、短い手紙であること、当時起こっていた迫害のゆえに手紙が多くの地域で
閲覧されにくかったこと、そしてペテロの名前を語った偽文書が多く出回っていたため、引
用することが困難になっていったという背景があったということです。しかし、使徒ペテロ
がこの手紙を書いたことを立証するいくつかの証拠があります。 

1. 外的証拠 

a. ユダがこの手紙を引用している（ユダ17‒18 cf. Ⅱペテロ3:1‒3） 

b. エウセビウスが、アレキサンドリアのクレメントの聖書にはこの手紙があり、彼が
注解書を書いたことを記している（2世紀中頃） 

c. オリゲヌスが3世紀にこの手紙が聖書の一部であることを認め引用している 

d. ペテロの黙示録（2世紀中頃）にこの手紙の引用がある 

2. 内的証明 

a. 二つの手紙の類似点 

b. 使徒の働きに記録されているペテロのメッセージとこの手紙の類似点 

c. キリストとの個人的関わり（1:13‒18) 

d. 2通目の手紙であることの宣言（3:1） 

e. 偽造者による手紙とは考えにくい内容 

C. 読者 

この手紙には特定の読者の名前が記されていませんが、「この第二の手紙をあなたがた
に書き送るのは・・・」（3:1）という言葉は、この手紙が第一の手紙と同じ読者に宛てて
書かれたものであることを示唆しています。 
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D. 執筆年代と執筆場所 

ペテロが殉教するのが68年頃なので、この手紙がそれ以降に書かれた可能性はありませ
ん。また第一の手紙が64年頃書かれているので、それ以前に書かれていることも考えられま
せん。時間的な詳細や場所の詳細が記されていないこの手紙ですが、一般的に考えられてい
るのは、ペテロがローマの獄中から、殉教する少し前にこの手紙を書いたという説です。こ
れが正しければ、執筆年代は65-67年頃と考えることができます。 

E. 背景と目的 

異端の教えが教会の中に横行していることがペテロの耳に入り、危惧感を強めたペテロ
は問題を解決するためにこの警告の手紙を書き記しました。無律法主義、不品行、不遜、不
従順などの問題に対して厳しい警告と戒めの言葉を用いて、ペテロは教会を守ろうとしてい
ます。 

F. 特徴 

1. ペテロの遺言として書かれている 

2. 「知識」と「知る」という言葉に重点が置かれている 

II. 内容 
I. 挨拶　1:1‒2 

II. 救いを知る　1:3‒11 

A. 神の力によって保たれる救い　1:3‒4 

B. キリスト者の美徳によって得る確信　1:5‒7 

C. 豊かな報いによって与えられる報酬　1:8‒11 

III. みことばを知る　1:12‒21 

A. 使徒の証言による確信　1:12‒18 
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B. 聖霊の働きによる霊感　1:19‒21 

IV. 敵を知る　2:1‒22 

A. 偽教師の登場とその性質　2:1‒3 

B. 偽教師の罰に関する保障　2:4‒9 

1. 天使たちの例　2:4 

2. 旧世界の例　2:5 

3. ソドムとゴモラの例　2:6‒8 

4. 主の保障　2:9 

C. 偽教師の特徴　2:10‒22 

1. 彼らの特徴と行動　2:10‒17 

2. 彼らの影響　2:18‒19 

3. 彼らの悲劇的な状況　2:20‒22 

V. 預言を知る　3:1‒18 

A. みことばを信頼することへの勧め　3:1‒2 

B. キリストの再臨の否定　3:3‒7 
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C. キリストの再臨の確かさ　3:8‒13 

1. 遅延の理由　3:8‒9 

2. この世に関するキリストの再臨の結果　3:10‒12 

3. クリスチャンに関するキリストの再臨の結果3:13 

D. 再臨を視野に入れた最後の励まし　3:14‒18 

1. 聖さへの励まし　3:14 

2. みことばを信頼することへの励まし　3:15‒16 

3. 偽教師たちに注意することへの励まし　3:17 

4. 成長への励まし　3:18 
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ヨハネの手紙第一

信仰の基礎 

I. 緒論 
A. タイトル 

ヨハネの名前を有する三つの手紙の中でも最長のこの手紙は著者の名前も宛先も記され
ていませんが、歴史上常に「第一ヨハネ」と呼ばれてきました。 

B. 著者 

手紙の中に著者の名前が出てこないにも関わらず、この手紙の著者が使徒ヨハネであるこ
とを疑うことはほとんどありません。その理由は内的証拠においても、外的証拠においても
ヨハネの名前が明確にこの手紙に刻まれているからです。 

1. 外的証拠 

a. 教会は一貫してヨハネが著者であることを受け入れている 

b. ヨハネの弟子であったポリカープ（69‒115)がⅠヨハネ4:2‒3を引用している 

c. そのほかの初期の教父たちもヨハネの著者性を認めている 

2. 内的証拠 

a. 著者はイエスの公生涯の目撃者である 

b. 手紙とヨハネの福音書の酷似点 

(1) 鍵となる単語 

(2) 鍵となるフレーズ 

(3) スタイル 
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C. 読者 

この手紙には読者の名前も記されていません。誰に宛てられたのかということに関する
具体的なヒントが与えられていないのです。また手紙の中で限定できる出来事も記されてい
ないので、手紙の内容から宛先を特定することはできません。教会の伝承では、ヨハネは晩
年をエペソで過ごしたと伝えられています。そしてエペソ近隣の教会で働きをしていたと言
われています。このことから、ヨハネ第一の手紙はエペソ近隣の多くの教会に宛てられた巡
回書簡であると考えられています。 

D. 執筆場所と執筆年代 

一般的に、ヨハネの書簡はヨハネが年老いてから書かれたものであると考えられていま
す。ヨハネはこの時期エペソに滞在していたことが教会の伝承として伝えられています。そ
れゆえ執筆場所はエペソであると考えられています。ヨハネに関してイレナエウスは、トラ
ヤヌスがローマの皇帝になるまでエペソに滞在していたと証言しているので、執筆年代とし
ては、80年代後半から90年代前半にかけてであると推測されます。 

E. 背景と目的 

一世紀後半、度重なる迫害によってイエスと行動を共にした弟子たちの多くはすでに栄
光へと入れられていました。最後に残ったイエスの生涯の証人が使徒ヨハネでした。彼は人
生の最後をエペソ近隣での働きと執筆活動に費やしましたが、彼が働きをなしているエペソ
近隣において、グノーシス派の前身となる異端の教えが様々な混乱を教会にもたらし始めま
した。このような状況の中で、霊的未熟さの中に身を置くクリスチャンたちを見て、ヨハネ
はこの手紙を書きました。特に罪と、世的な生活に身を寄せ、兄弟愛に欠いていた人々に対
して、ヨハネは救いとはどのようなものなのかを明確に示そうとしたのです。目的として、
ヨハネは具体的に4つの事柄をこの手紙の中であげています。 

1. 「私たちの喜びが全きものとなるため」　1:4 

2. 「あなたがたが罪を犯さないようになるため」　2:1 

3. 「あなたがたを惑わそうとする人に関して注意するため」　2:26 

4. 「あなたがたが永遠のいのちを持っていることをよくわからせるため」　5:13 

F. 特徴 

1. 反キリストに関する記述 

2. 永遠のいのちの所持に関する質問（真の信仰のテスト） 

a. 神とまたほかの聖徒との霊的交わりを経験しているか？　1:3‒4 
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b. 罪に対して繊細であるか？　1:5‒2:2 

c. ゆるし、きよめ、回復を告白の後に経験しているか？　1:9 

d. 命令を守っているか？　2:3, 5 

e. みこころを行っているか？　2:17 

f. 義を行っているか？　2:29 

g. キリストの再臨を待ちわびているか？　3:1‒3 

h. 習慣的罪に支配されていないか？　3:9 

i. 兄姉を愛しているか？　3:14 

j. 道徳的罪悪感から解放されているか？　3:21 

k. 祈りは答えられているか？　3:22 

l. 聖霊による内的照明はあるか？　3:24 

m. 神の語るメッセージに耳を傾けているか？　4:5‒6 

n. 神を愛しているか？　4:19 

o. イエスをキリストだと信じているか？　5:1 

p. 神の証を信じているか？　5:9‒10 
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II. 内容 
I. いのちを持っている証明１　1:1‒2:17 

A. 教理に関するテスト１　1:1‒2:2 

1. キリストに関する聖書的見解　1:1‒4 

2. 神との交わりに関する聖書的見解　1:5‒2:2 

a. 交わりを持つための条件　1:5 

b. 交わりを持てるようになるために　1:6‒2:2 

(1) どこを歩むか？　1:6‒7 

(2) 罪を持っているか？　1:8‒9 

(3) 罪を犯すか？　1:10‒2:2 

B. 道徳に関するテスト１　2:3‒17 

1. 従順に関する聖書的見解　2:3‒6 

2. 愛に関する聖書的見解　2:7‒17 

II. いのちを持っている証明２　2:18‒3:24 

A. 教理に関するテスト２　2:18‒27 

1. 反キリストはクリスチャンの交わりから離れる　2:18‒21 

2. 反キリストはクリスチャンの信仰を否定する　2:22‒25 

3. 反キリストは忠実なクリスチャンを惑わす　2:26‒27 
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B. 道徳に関するテスト2　2:28‒3:24 

1. 清めをもたらすキリストの再臨の希望　2:28‒3:3 

2. 罪と共存できないクリスチャンの生活　3:4‒24 

a. 義の要求　3:4‒10 

b. 愛の要求　3:11‒24 

III. いのちを持っている証明３　4:1‒21 

A. 教理に関するテスト３　4:1‒6 

1. 間違った教えの根源　4:1‒3 

2. 正しい教えの必要性　4:4‒6 

B. 道徳に関するテスト3　4:7‒21 

1. 神の特徴である愛　4:7‒10 

2. 神の要求である愛　4:11‒21 

IV. いのちを持っている証明４　5:1‒21 

A. キリストにある勝利　5:1‒5 

B. キリストに関する神の証　5:6‒12 

C. キリストのゆえにもたらされるクリスチャンの確信　5:13‒21 

1. 永遠のいのちの確信　5:13 
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2. 祈りの回答に関する確信　5:14‒17 

3. 罪と悪魔に打ち勝つ確信　5:18‒21 
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ヨハネの手紙第二

もてなしの原則 

I. 緒論 
A. 著者 

ヨハネの名前がつけられているこの手紙は、第三の手紙と同じ著者によって書かれたも
のです。これらの手紙は同じ内容に関して、同じスタイルで書かれていることから、このこ
とを疑う人はほとんどいません。また第二の手紙の中に記されている事柄の半分以上が第一
の手紙の内容に即していることから、第一の手紙同様、使徒ヨハネが記した手紙であると理
解されています。初代の教父たちもこの手紙をヨハネのものとして受け入れ、権威ある手紙
として理解してきました。 

この手紙は、「長老から」という言葉で始まりますが、この言葉から、ある人々は「長
老ヨハネ」と「使徒ヨハネ」という別の人物が存在していたと考えます。しかし、長老と使
徒は同じ人物を現していると考えるのが最善の理解であり、それ故にこの手紙が使徒ヨハネ
によって書かれたものであるということができるのです。 

B. 読者 

「選ばれた夫人とその子どもたちへ」という宛先は、私たちにとって非常に分かりにくい
宛先であると言うことができるでしょう。ある人は選ばれた夫人というのが特定の個人を指
していて、時に、この女性の名前が「エレクタ」（ギリシャ語の「選ばれた」に相当する言
葉）または「クリア」（ギリシャ語の「夫人」に相当する言葉）であると考えます。またあ
る人はこの手紙の内容を見れば「選ばれた夫人」は教会を指していると考えています。しか
し、この表現を比喩的に捉える根拠がこの書にはありません。それゆえ、手紙の読者は特定
の女性とその子どもたちであったと考えるのが最善でしょう。 

C. 執筆場所と執筆年代 

執筆年代と場所は、第一の手紙と同時期であると考えられています。ヨハネがまだエペソ
に滞在していたときに、その地域のある家族に宛てて書かれた手紙で、紀元90年頃書かれた
ものです。 

D. 状況と目的 

この当時、ホテルや旅館があらゆる町にあったわけではありませんでした。また多くの宿
屋は、安心して泊まることができる場所ではなく、むしろ危険に満ちたものでもありまし
た。そこでクリスチャンたちは旅をするとき（特に宣教旅行などにおいて）、その土地のク
リスチャンの家に滞在する習慣を持っていました。こうしてキリストの名を語る者すべてに
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このようなもてなしがなされていたのですが、偽教師たちがこのことを利用して、クリス
チャンの家に泊まり込み、間違った教えを様々な場所で広めているという状況が起こったの
です。そこでヨハネはこの問題に対して、クリスチャンがどのように対処すべきかを教える
ために、この手紙を書きました。偽教師を助けないようにと警告し、常に真理を歩むように
この手紙を通して励ましを与えたのです。 

II. 内容 
I. 始めの挨拶　1‒3 

A. 著者　1a 

B. 読者　1b‒2 

C. 確信　3 

II. メッセージ　4‒11 

A. 手紙を書くきっかけ　4 

B. 愛と従順に関する懇願　5‒6 

1. 内容　5 

2. 説明　6 

C. 偽教師に関する警告　7‒9 

1. 惑わす者の存在　7 

2. 偽教師によってもたらされる危険　8 

3. 偽教師の見分け方　9 
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D. 偽教師を助けることへの警告　10‒11 

1. 偽教師の拒絶　10 

2. 偽教師を助けることの悪　11 

III. 終わりの挨拶　12‒13 

A. 訪問の願い　12 

B. 親族からの挨拶　13 
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ヨハネの手紙第三

主の働き人を助ける 

I. 緒論 
A. 著者 

使徒ヨハネが書いた手紙です。 

B. 読者 

この手紙の宛先として「ガイオ」という名前が挙げられています。この人物に関しては、
この手紙以外から何の情報も得ることができません。 

C. 執筆年代と執筆場所 

第一の手紙、第二の手紙と同じ場所で同じ時期に書かれたと考えられています。 

D. 背景と目的 

この手紙はヨハネによって遣わされた宣教師たちの報告に基づいて書かれた手紙です。手
紙を書くきっかけとなったのはガイオの教会にいたデオテレペスの罪深い態度でした。良い
もてなしを宣教師たちにするように近隣の教会に伝達していたにもかかわらず、デオテレペ
スはヨハネたちをののしり、彼らを受け入れることを拒んだのです。そんな中で彼らを受け
入れたガイオに対し、ヨハネは感謝と彼が近く教会へ個人的に訪問することを告げます。 

E. 比較 

第二の手紙と第三の手紙には興味深い比較を見ることができます。 

Ⅱヨハネ Ⅲヨハネ

教師 偽教師を受け入れた 真の教師を拒絶した

状況 偽教師を支援した 不敬虔な者から何も受けなかった

問題 両方とも教会の中に分裂が生じた

内容 両方とも真理と愛が中心となっている
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II. 内容 
I. 挨拶　1‒4 

A. 著者　1a 

B. 読者　1b 

C. 祈り　2‒4 

1. 祈りの内容　2 

2. 祈りの原因　3‒4 

II. メッセージ　5‒12 

A. ガイオに見られる良い模範　5‒8 

1. ガイオの行為　5‒6 

2. 真の働き人の姿　7 

3. 聖徒の責任　8 

B. デオテレペスに見られる悪い模範　9‒10 

1. ヨハネの指示　9a 

2. デオテレペスの拒絶　9b 

3. デオテレペスへの対応　10a 

4. デオテレペスの行為　10b 

C. 聖徒の模範　11 

D. デメテリオの模範　12 

III. 終わりの挨拶　13‒14 

A. 訪問の願い　13‒14a 

B. 祝福の祈り　14b 

C. 互いの挨拶　14c 
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ユダの手紙

偽教師のプロフィール 

I. 緒論 
A. タイトル 

1:1に記されているユダの名前がタイトルとして付けられています。新約聖書の中で四番
目に短いこの手紙は一般書簡の最後の書となっています。 

B. 著者 

新約聖書の時代においてユダという名前は非常に一般的な名前であり、何人もの人物が
実際に聖書に登場します。それらは、キリストの先祖の一人（ルカ3:30）、イスカリオテの
ユダ（マルコ3:19）、暴動扇動者（使徒5:37）、ダマスコの住人（使徒9:11）、バルサバ
とも呼ばれるエルサレム教会のメッセンジャー（使徒15:22, 27, 32）、使徒であるヤコブ
の子ユダ（ルカ6:16）、そして主の異父兄弟であるユダ（マルコ6:3）などです。これらの
人物たちの中で著者として考えられているのは、キリストの異父兄弟であるユダです。いく
つかの内的証拠が、この結論を導き出します。 

• エルサレム教会のリーダーであるヤコブの兄弟であるという訴え 

• ユダとヤコブの挨拶の類似 

• ユダが自分の使徒職を強調せず、むしろ使徒ではないことを示唆する記述（17） 

ユダの生涯について多くのことを聖書から知ることはできません。彼の兄弟ヤコブ同様、
キリストの公生涯中、信仰を持っていなかったと考えられています（ヨハネ7:3‒8）。しか
し、復活後に信仰を持ち、後に伝道者として各地を旅して回りました（Ⅰコリント9:5）。 

ある人々はこの書の聖典性の疑います。その根拠はこの手紙からの引用がないこと、著者
が使徒ではないこと、激しい論調であること、そして外典からの引用があることです。しか
し、あまりにも短い手紙であること、彼自身が預言の賜物を持っていたことによって霊感を
受けた書物を書くことが可能であること、偽教師たちに対する厳しい責めと警告が必要で
あったこと、また霊感を受けていない書物を引用することがあることを考えれば、この書の
聖典性を疑う必要はなくなります。事実、外的証明は十分で、早い段階でこの書が聖典であ
ることを教父たちは認めてきました。 

C. 読者 

いったい誰が読者であるのかという問いに関して、この手紙は残念ながら明確な答えを与
えてはくれません。それゆえ、学者たちの中にはこの手紙が教会全般に対して書かれたもの
だと主張します。しかし、3‒4節に記されている現実に起こっている出来事やこの手紙で示
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唆されるユダ自身の読者たちに関する個人的な知識は、特定の教会に向けてこの手紙が書か
れたことを示します。 

D. 執筆年代と執筆場所 

主の兄弟たちは、伝道者として旅をしていたことが記されていることから（Ⅰコリント
9:5）、手紙の執筆場所を特定することは非常に困難です。手紙自体にもユダがいた場所な
どに関する言葉がいっさい記されていないため、彼がどこからこの手紙を書いたのかという
問いに関する回答を導き出すことはできません。ただ、執筆年代に関しては、Ⅱペテロとの
関係とエルサレム崩壊に関する記述のないことがヒントとなります。70年のエルサレム崩壊
に関して何も記されていないことは、この手紙が70年以前に書かれていることを強く示唆し
ます。またⅡペテロが書かれた後にこの手紙が執筆されたと考えるのが最善であるため、こ
の手紙の執筆年代は68‒70年の間と考えることができます。 

E. 背景と目的 

ユダは、この手紙を執筆する前に、救いに関する手紙を書くことを考えていましたが、偽
教師たちによる間違った教えを通して、教会が大きな混乱に陥っていることを聞き、この手
紙を執筆することを決心しました（3節）。ヨハネ以外の使徒は地上に残されておらず、教
理的困難と、肉体的迫害の中にあって苦しんでいた教会に対して、ユダはしっかりと信仰に
立ち、戦い抜くように励ましを与えるのです。 

F. 特徴 

1. 聖書外からの引用 

ユダの手紙には、少なくとも2つの外典からの引用を見つけることができます。一
つは9節に出てくる引用で、これはモーセの遺訓 (Assumption of Moses) という偽典か
らの引用です。もう一つは14節に出てくる引用で、エノクの本と呼ばれる偽典からの
引用です。どちらも紀元一世紀頃に記された著者不明の本です。これらの偽典からの
引用は、一部で聖典性を否定する根拠としてあげられることがありますが、パウロも
聖典以外の書物を引用していることからも、このような引用自体が聖典性を否定する
ものであるということはできません。 

このような引用に関して注意しなければならない点は、著者が引用している本自体
が霊感を受けているという考え方や、内容がすべて正しいという考え方を持つことで
す。引用するということは、引用された本が聖書と同等であることを教えるのではな
いのです。ただし、引用された箇所に関しては、それが真実であることを知ることが
できます。なぜなら、その言葉が聖書に含まれているからです。 
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2. 第二ペテロとの関係 

Ⅱペテロ2:1‒3:4とユダ4‒18に記されている内容が酷似しているため、これらの書
の間には何らかの関係があると考えられています。実際にどのような関係があるのか
ということに関して、主に次の4つの考え方がなされています。 

a. 聖霊の働きによって、ほぼ同じ言葉と例証が二人の著者によって用いられた 

b. 二人の著者は共通の原本を用いた 

c. ペテロがユダを使った 

d. ユダがペテロを使った 

II. 内容 
I. 挨拶　1‒2 

II. 執筆の動機　3‒4 

A. 本来の意図　3a 

B. 新しい意図　3b 

C. 変更の理由　4 

III. 過去における背教者の末路　5‒7 

A. 目的　5a 

B. 例証　5b‒7 

1. 不信のイスラエル　5b 

2. 反逆した天使たち　6 

3. ソドムとゴモラ　7 
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IV. 現代の背教者の説明　8‒16 

A. 背教者の行動　8‒11 

1. 行動の内容　8 

2. 正しい行動との対比　9 

3. 行動の特徴　10 

4. 行動の示す姿　11 

B. 背教者の特徴　12‒13 

1. 危険な岩礁　12a 

2. 水のない雲　12b 

3. 秋の木　12c 

4. 海の荒波　13a 

5. さまよう星　13b 

C. 背教者への有罪宣告　14‒15 

D. 背教者の姿のまとめ　16 

V. 信徒への励まし　17‒23 

A. 背教が起こることの宣言　17‒19 

1. 背教者到来の預言　17‒18 

2. 背教者到来の現実　19 

B. 背教から身を守るための指示　20‒21 

1. 身を守るために必要な行動　20 

a. 信仰の上に立て上げる　20a 

b. 聖霊にあって祈る　20b 
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2. 身を守るための責任　21a 

3. 身を守るための希望　21b 

C. あわれみ深くあること　22‒23 

VI. 頌栄　24‒25 

A. 偉大なる神の力　24 

B. 偉大なる神の賞賛　25 
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ヨハネの黙示録

すべての終熄 

I. 緒論 
A. タイトル 

聖書のほかの多くの書と違い、この書にはもともとタイトルが付けられています。「黙
示」という言葉は「覆いを取り除く」という意味があり、新約聖書では特に霊的真理を明ら
かにしたり（ローマ16:25; ガラテヤ1:12; エペソ1:17; 3:3）、神の子たちの現れ（ローマ
8:19）、キリストの受肉（ルカ2:32）、また再臨（Ⅱテサロニケ1:7; Ⅰペテロ1:7）に関し
て使われています。これらはすべて隠されたいた事柄が見えるようになったことを指してい
ます。この書はキリストの栄光を現し、主の最終的な勝利を明らかにします。 

B. 著者 

この書の著者は、使徒ヨハネであると古くから考えられてきました。事実この書の中で
著者は「ヨハネ」という名前で自分自身のことを読んでいます（1:1, 4, 9; 22:8）。また初
期の教父たちの時代から、ヨハネの著者性は疑われることはありませんでした。 

これらの証言だけでなく、この書にはほかのヨハネの著書との共通点を多く見ることが
できます。たとえば、イエスのことを「ことば」という名称で呼ぶのは、ヨハネだけに見る
ことができる特徴です。「小羊」という呼称も黙示録では多く使われていますが、これもヨ
ハネの著作の特徴の一つです。それ以外にも「勝利者」、「真理」、また「証人」などの言
葉は、ヨハネ書簡との共通点を現しています。また使われている単語だけでなく、非常に似
た概念を書簡と黙示録の間に見ることができます。 

C. 読者 

1:4 でヨハネはこの書を誰に宛てて書いたのかを明確にしています。「アジヤにある七つ
の教会へ。」という言葉は、この書がこれら七つの教会を巡回する手紙であることを私たち
に教えます。エペソ、スミルナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、フィラデルフィヤ、ラオ
デキヤのそれぞれの教会に宛てられたこの手紙は、主に、パウロによって設立され、晩年、
ヨハネが働きをしていた教会であると考えることができます。 

D. 執筆年代と執筆場所 

黙示録は、一般的に一世紀末に書かれたものであると考えられています。特に、皇帝ドミ
ティヌアスの時代の末期に書かれたことをイレナエウスは証言しています。またエウセビウ
スはドミティヌアスの治世15年目にこの書が記されたと言います。ドミティヌアスは紀元
81‒96まで皇帝として君臨していたので、この書は紀元96年前後に書かれたと考えること
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ができます。執筆場所は、パトモス島であることが1:9で記されています。エペソから約95
キロほど離れたところにある不毛の島で、政治犯を追放するときに用いられた島でした。 

E. 背景と目的 

晩年をエペソで過ごしていたヨハネは、ドミティヌアスによる迫害のため、政治犯として
パトモス島へ追放されました。このパトモス島でヨハネはいくつもの啓示を受け、これから
後にどのようなことが起こるのかを知らされたのです。ヨハネはエペソに滞在中、エペソを
含む近隣の教会に対して多くの働きをなしていましたが、この書は、主の命令によってこれ
らの教会に宛てた手紙として書かれたのです。これらの教会は、様々な迫害や偽教師たちの
誘惑により、多くの問題を抱えている教会でもありました。今後さらなる激しい迫害が起こ
ることを予期していたヨハネは、主の啓示に基づき、これらの教会に対して現在の状態に対
する訓戒と、未来における希望を明確に示すことによって、励ましを与えようとしていたの
です。神がすべての主権者であり、主を信じる者たちにどのような結末を用意しているのか
を具体的に定めておられる方であることを示すことによって、キリストの最終的で完全な勝
利を読者に確信させ、彼らが勝利者であることを知らしめ、大きな希望を持って困難に立ち
向かっていくことができるようにするためにこの書は書かれたのです。 

F. 特徴 

1. 旧約聖書との関係 

黙示録全体（404節）の中で、実に278節が旧約聖書の内容に言及しているのがこ
の書の一つの特徴です。これだけの数の言及がありながら、旧約からの引用がされて
いないのも大きな特徴の一つです。旧約聖書のすべての部分（律法・預言・諸書）か
らの言及があり、特にダニエル書、イザヤ書、エゼキエル書、そして詩篇からのもの
が目立ちます。 

2. 読者に対する祝福 

3. 解釈方法 

黙示録を解釈するに当たって、いくつかの方法がこれまで提示されてきました。こ
れらは、この本がどのような形式で書かれたものであるのかという観点から、大きく
4つのグループに分類することができます。 

a. 過去の出来事と考える方法 
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b. 理想主義的方法 

c. 継続的教会史と考える方法 

d. 未来の出来事と考える方法 

4. その他の神学的事柄 

II. 内容 
I. 預言者の準備：過去の幻　1:1‒20 

A. プロローグ　1:1‒8 

1. 序文　1:1‒3 

2. 宛先と頌栄　1:4‒6 

3. テーマ　1:7‒8 

B. ヨハネに対する著作命令　1:9‒20 

1. 著作命令　1:9‒11 

2. 命令者　1:12‒16 

3. 著作命令の再述と詳説　1:17‒20 
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II. 人々の準備：現在の状況　2:1‒3:22 

A. エペソの教会へのメッセージ：愛が欠如した正統主義の教会　2:1‒7 

B. スミルナの教会へのメッセージ：殉教の教会　2:8‒11 

C. ペルガモの教会へのメッセージ：見境ない容認の教会　2:12‒17 

D. テアテラの教会へのメッセージ：妥協の教会　2:18‒29 

E. サルデスの教会へのメッセージ：自己満足の教会　3:1‒6 

F. フィラデルフィヤの教会へのメッセージ：約束された救いを得ている教会　3:7‒13 

G. ラオデキヤの教会へのメッセージ：なまぬるい教会　3:14‒22 

III. 預言の告知：未来の予期　4:1‒22:21 

A. 7つの封印で閉じられた巻物の開封　4:1‒8:1 

1. 巻物の源　4:1‒5:14 

a. 御座におられる方　4:1‒11 

b. 小羊の7つの封印で閉じられた巻物　5:1‒14 

2. 第一の封印の開封：穏やかな制圧　6:1‒2 

3. 第二の封印の開封：戦争と虐殺　6:3‒4 

4. 第三の封印の開封：広域の飢饉　6:5‒6 

5. 第四の封印の開封：地の住人1/4の死　6:7‒8 
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6. 第五の封印の開封：神の復讐を求める祈り　6:9‒11 

7. 第六の封印の開封：宇宙と地上における混乱　6:12‒17 

8. 神の奴隷　7:1‒17 

a. 地上における奴隷：144,000人　7:1‒8 

b. 天における奴隷：数え切れない群衆　7:9‒17 

9. 第七の封印の開封：七つのラッパの用意　8:1 

B. 七つのラッパの鳴り響き　8:2‒11:19 

1. ラッパの裁きの状況：聖徒の祈り　8:2‒6 

2. 第一のラッパ：植物の1/3の焼却　8:7 

3. 第二のラッパ：海洋生物の1/3の絶滅　8:8‒9 

4. 第三のラッパ：淡水の1/3の汚染　8:10‒11 

5. 第四のラッパ：天体の1/3の暗黒化　8:12‒13 

6. 第五のラッパ：悪魔的いなごの災害　9:1‒12 

7. 第六のラッパ：地上の住人1/3の死　9:13‒21 

8. 終わりの遅延の宣告　10:1‒11 

9. 神殿と礼拝者の測量　11:1‒14 
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10.第七のラッパ：七つの鉢の用意　11:15‒19 

C. 七つの鉢のぶちまけ　12:1‒18:24 

1. 鉢の裁きの背景　12:1‒14:20 

a. 女、男の子、竜　12:1‒18 

b. 海から現れた獣　13:1‒10 

c. 地から現れた獣　13:11‒18 

d. 勝利を収める小羊に従う者達　14:1‒5 

e. 四つの宣告　14:6‒13 

(1) 永遠の福音　14:6‒7 

(2) バビロンの崩壊　14:8 

(3) 獣に従う者達の苦しみ　14:9‒12 

(4) 主にあって殉教する者達の幸い　14:13 

f. 刈り取りとぶどうの収穫　14:14‒20 

2. 最後の七つの災害に対する歓喜　15:1‒4 

3. 最後の七つの災害の準備　15:5‒8 

4. 第一の鉢：獣をあがめるものたちに対する不治の腫れ物　16:1‒2 

5. 第二の鉢：すべての海洋生物の死　16:3 
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6. 第三の鉢：すべての淡水の血化　16:4‒7 

7. 第四の鉢：すべてに対する太陽の強烈な熱による焼け焦げ　16:8‒9 

8. 第五の鉢：獣の王国の暗黒化　16:10‒11 

9. 第六の鉢：地上の王達の破滅の準備　16:12‒16 

10.第七の鉢：バビロンの崩壊　16:17‒18:24 

a. 第七の鉢の裁きのまとめ　16:17‒21 

b. 宗教的バビロンの崩壊　17:1‒18 

(1) 大淫婦と獣　17:1‒6a 

(2) 秘義の解説　17:6b‒14 

(3) 大淫婦の裁き　17:15‒18 

c. 経済的バビロンの崩壊　18:1‒24 

(1) 御使いの裁きの宣言１　18:1‒3 

(2) 裁きに関する天からの声　18:4-20 

(a) バビロンから離れる命令　18:4‒8 

(b) 地上の王、商人、海で働く者の嘆き　18:9‒19 

(c) 天での喜び　18:20 

(3) 御使いの裁きの宣言２　18:21‒24 

D. ヨハネの最後の幻　19:1‒22:5 

1. バビロンの崩壊に対する歓喜　19:1‒10 

2. 王の王の到来　19:11‒16 

3. 神の大宴会　19:17‒21 
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4. サタンの束縛　20:1‒3 

5. 千年王国　20:4‒10 

a. 人の定め　20:4‒6 

b. サタンの定め　20:7‒10 

6. 白い御座の裁き　20:11‒15 

7. 新天新地　21:1‒8 

8. 聖なる都　21:9‒22:5 

E. 結び　22:6‒21 

1. 天使の証　22:6‒7 

2. ヨハネの証　22:8‒11 

3. イエスの証とヨハネの対応　22:12‒20 

4. 祝祷　22:21
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